
様　式　イ

・南区役所耐震改修設計
　（事業費：5,400千円）

（2定補正予算）　（20年予算未計上）
・豊平区役所・保健センター耐震改修工事
　（事業費：202,400千円）
　※（H21＝74,200千円、H22＝128,200千円）
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平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
・北区役所別館耐震改修基本設計
・豊平区役所・保健センター耐震改修基本設計
 （北区・豊平区事業費計：3,783千円）
・白菊会館解体工事
 （事業費：20,361千円）
・白菊会館設計費
 （事業費：2,998千円）

・豊平区役所・保健センター耐震改修実施設計
・南区役所耐震改修基本設計
 （豊平区・南区事業費計：12,712千円）
・白菊会館（175㎡）建築工事
 （事業費：57,325千円・地元寄付金：1,650千円）

平 成 21 年 度 事 業 内 容 （ 予 算 ） 平 成 22 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）

担当 市民まちづくり局地域振興部区政課　木村　　℡　211-2252

全　　体　　計　　画
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＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
19年度　北区役所別館耐震改修基本設計
　　　　　 白菊会館解体工事
　　　　　 豊平区役所・保健センター耐震改修基本設計
20年度　北区役所別館耐震改修工事
　　　　　 白菊会館設計・建築工事
　　　　　 豊平区役所・保健センター仮庁舎設計
　　　　　 南区役所耐震改修基本設計
21年度　豊平区役所・保健センター仮庁舎整備・耐震改修設計
　　　　　 南区役所仮庁舎設計
　　　　　 定山渓出張所建替設計
22年度　豊平区役所・保健センター耐震改修工事
　　　　　 南区役所仮庁舎整備・耐震改修設計
　　　　　 定山渓出張所解体・建築工事

　「市有建築物耐震化緊急５カ年計画」に基づき、Ｉｓ値が0.3未満
の区役所施設等（５施設）の耐震改修工事などを行う。

平 成 21 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の １ ）

計画体系コード 4-4-3 事業名 区役所施設等耐震補強事業



様　式　イ

平 成 21 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ２ ）

評    価　（　成　果　） 課    題

■市民との連携、市民参加
・豊平区役所・保健センター耐震改修工事
　耐震改修工事を実施するにあたり、利用される市民へのサービスに対する影響を最小限にすることで市民に協力を願うことにしている。

■企業等との連携・協働
　 [資金協力]　　　　（該当なし）
　 [人材協力]
　 [情報協力]
　 [その他の協力]

　21年度の事業結果（豊平区役所・保健センター耐震改修工事）を見
た上で課題を整理し、今後の事業に反映していきたい。

計画体系コード 4-4-3

市民 ・企業等との協働の状況 （市民 ・企業等の参加、支援、協力の状況）

事業名 区役所施設等耐震補強事業

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
平成22年度
南区役所耐震改修工事
・20年度に実施した南区役所耐震改修基本設計において、仮庁舎建設が不要となったため、実施設計・耐震改修工事の実施年度が各々
繰り上がる。

・豊平区役所・保健センター耐震改修設計
　耐震改修工事にあたり仮設庁舎を建設する予定であったが、「外付
けフレーム補強」を採用することで仮設庁舎は不要となった。
　このため事業費の節減を図ることができ、市民サービス及び執務の
影響を最小限とすることができる。

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり
　　(該当なし）

４施設 ５施設
耐震補強
実施

耐震性能の強化（累計） － ３施設 ４施設

達　成　目　標　の　状　況

項　　　　　　目
22年度末
(予　　定)

22年度末
(目　　標)

18年度末
(現　　状)

19年度末
(実　　績)

20年度末
(実　　績)

21年度末
(予　　定)



様　式　イ

財
源
内
訳 95,529

0
0

事　業　費　の　進　捗　率

134,650

1,650
34,250

0
国 ･ 道 支 出 金

0

《全体》

[19年度]

[20年度]　北区役所別館耐震改修工事については、区分所有者であるUR都市機構との調整が整っていないため、次年度以降に耐震改修
工事を行うことになった。豊平区役所・保健センターの仮庁舎設計については、平成19年度に行った基本設計において、仮庁舎の建設をし
なくても耐震補強工事を行える手法を選択したため不要となった。そのため、繰り上げて耐震改修実施設計を行うことになった。

［21年度］

計　画　と　の　差　異  (　予　算　・　実　績　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

一 般 財 源
1,6501,6500

　（H19実績事業費＋H20実績事業費＋H21予算事業費） ／ （計画事業費） 10.0%
27,142 68,387
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市 債
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訳

国 ･ 道 支 出 金
市 債 224,000
そ の 他
一 般 財 源

0 0

217,228 413,951

事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目 19年度 20年度 21年度 22年度 計

1,025,000
0 0 0 0

34,250 135,571 217,228 637,951
0

799,350
0 1,650 0 0 1,650

34,250 133,921

0 0 0
0 0 0

－ 97,179
93,350 5,400

実　績

平 成 21 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ３ ）

95,000 5,400

133,000
27,142 70,037 －

（単位：千円）

計画体系コード 区役所施設等耐震補強事業4-4-3 事業名
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